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3修士論文要旨

企業通貨におけるネットワーク分析

井上	哲浩 大林	厚臣

東	史江80930012

太田	康広

企業通貨とは企業が発行する電子マネーやポイントのこと

を指す。企業通貨とは企業単独で発行されるのではなく、他

の企業と提携して構成されている。

企業通貨の発行額は年々増加する傾向にある。企業通貨が

ここまで発行する国は世界をみても類がない。日本独特の文

化だと言われている。企業通貨はマーケティングの側面から

研究されてきた。また定量的分析が少なくほとんどが定性的

分析であり、消費者側の利便性を訴えた記事が多く目立つ。

そこで企業側からみて企業通貨を発行するにあたって基軸

通貨になるのはどのような傾向があるかを定量的分析、ネッ

トワーク分析をもちいて解析した。


